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要旨 . 石垣島平久保から 14 個体のラッパガイ
Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908 を得た . 本
種は宮古島 , 伊良部島 , 波照間島 , 与那国島から
記録されているが , 石垣島からの記録は知られ
ていないため , 石垣島初記録として報告した .

はじめに

ラッパガイ Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908
は , ス ナ ガ イ 科 Gastrocoptidae Pilsbry, 1918 に
属する小型 ( 殻高 1.75 mm, 殻径 2.3 mm: Pilsbry 
1908) の陸産貝類で (Pilsbry 1908; 福田 2021) , 森
林環境下の琉球石灰岩地に特異的に生息する 
( 湊 1976; 湊 1977; 東 1982; 久保ら 2017) . 本種
は与那国島産の標本を基に記載され , これまで
に南琉球の宮古島 , 伊良部島 , 波照間島 , 与那
国島から飛石的に記録されており (Pilsbry 1908; 
黒田 1958; 湊 1976, 1977, 1980; 久保 2017) , 琉
球石灰岩地に強く依存する局所性 ( 例えば , 湊 
1977; 久保 2017) や生息環境の悪化により , 環境
省版レッドリスト 2020 において絶滅危惧 I 類 
(CR+EN) に , 沖縄県のレッドデータブックでは
絶滅危惧 II 類に選定されている ( 久保 2017; 環
境省 2020) .

2022 年 2 月に八重山列島の石垣島からラッ
パガイが得られた . 石垣島において本種の記録
は知られていないため , 本種の新たな分布記録
としてここに報告する .

材料と方法

調査標本は , 2022 年 2 月に石垣島北部の石垣市
平久保にて採集された . 採集された個体は , 乾
燥標本として保存した . 本報告に用いた標本は
きしわだ自然資料館 (KSNHM) に保管されてい
る . 電子顕微鏡撮影には，株式会社日立ハイテ
クの卓上顕微鏡 Miniscope®TM3030 を用いた . 
登録標本全て (14 個体 ) をデジタルカメラで撮
影し , ImageJ 1.52a (http://rsb.info.nih.gov/ij/) を用
いて殻長 (SL) および 殻径 (SW) を 0.01 mm 単位
で計測し , 螺層数を 0.5 単位で計数した . 殻口の
歯の名称は湊 (1977) に従った．

記録

Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908
ラッパガイ
( 図 1)

標 本 . KSNHM-M06496, 2022 年 2 月 19 日 , 14
個体 , 沖縄県石垣市平久保 , 藤田衛 ･ 冨森祐樹 .
記載 . 殻高 1.41–1.68 mm ( 平均値 ± 標準偏差 

= 1.53 ± 0.09) , 殻径 1.73–2.17 mm ( 平均値 ± 標
準偏差 = 2.03 ± 0.11) , 螺層数 4.5. 螺塔はやや高
く円錐形で , 底面は平たい . 体層は大きく , 周
縁は角張るが , 殻口付近までは達しない . 殻は
薄質で黄褐色 , 光沢は殆どない . 殻口は卵形で , 
前の螺層から離れ突出し , 肥厚 , 反転する . 殻
口内部に 6 つの歯がある ( 図 1) . すなわち , 内
唇上部に発達した角内壁版 (ap = angulo-parietal 
lamella) , 軸唇に発達した殻軸板 (cl = columella 
lunella) , 弱い下殻軸板 (sl = subcolumella lunella) 
, 外唇に上外壁襞 (up = upper palatal plica) , 間外
壁襞 (ip = inter-palatal plica) , 下外壁襞 (lp = lower 
palatal plica) がある . 
生息環境 . 本報告で用いたラッパガイは , 石

垣島北部の森林内にある微細藻類が付着する
巨大な琉球石灰岩の露頭の表面凹凸部から得
られた ( 図 2) . 生息環境においてラッパガイは
高密度に生息し , リュウキュウゴマオカタニシ
Georissa luchuana Pilsbry, 1901 とリュウキュウ
ゴマガイ Diplommatina luchuana Pilsbry, 1901 が
同所で見られた . また , 観察された殆どのラッ
パガイは泥に覆われていた .
備考 . 記載標本の形態的特徴および生息

環 境 が , Pilsbry (1908, 1916–1918) , 湊 (1976, 
1977) および東 (1982) に示されたラッパガイ
Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908 の特徴とよ
く一致したため本種と同定された . 本種の既知
の分布域として , 宮古島 , 伊良部島 , 波照間島 , 
与那国島が知られており (Pilsbry 1908; 湊 1976, 
1977, 1980; 久保 2017; 久保ら 2017) , 本報告によ
り本種の分布の空白地帯の一部が埋められたこ
とで , 本種が連続的な分布を示す可能性が示唆
された .
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本種は微小かつ森林内の琉球石灰岩の露頭
に強く依存し , 今回本種が確認された生息環境
も先行研究 ( 湊 1976, 1977; 東 1982; 久保 2017; 
久保ら 2017) で報告されているものと類似して
いた . 今回 , 石垣島において本種が見出された
のは北部の 1 地点のみであり , 石垣島における
本種の希少性は高い可能性がある . しかし , 今
回島内全域を詳細に調査したわけではないた
め , 今後さらなる詳細な調査を実施することで , 
例えば本地点と類似の環境で新たな産地が見出
される可能性がある .
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図 1. 石垣島から得られたラッパガイ (KSNHM-M06496) . スケールバー : 1 mm.
Fig. 1. Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908 collected from Ishigaki-jima Island (KSNHM-M06496). Scale bar: 1 mm.
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First record of Hypselostoma insularum 
Pilsbry, 1908 from Ishigaki-jima Island, 
Ryukyu Archipelago, southwestern Japan
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Abstract. Hypselostoma insularum is an endemic 
species to the southern Ryukyu Archipelago, known 
only from Miyako-jima, Irabu-jima, Yonaguni-jima 
and Hateruma-jima islands. This study reports H. 
insularum from Ishigaki-jima Island for the first 
time.
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27[ 記録 ] 八嶋 : 石垣島産ラッパガイ .
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図 2. 石垣島におけるラッパガイの生息環境 (A, B) および野外個体 (C; 矢印 ) .
Fig. 2. Habitats (A, B) and live individuals (C; indicated by arrows) of Hypselostoma insularum Pilsbry, 1908 on 
Ishigaki-jima Island.


